
【総領事館からのお知らせ：安全対策情報：１０月】 

 

平成２３年１０月１４日（総１１第２９号） 

在デンパサール日本国総領事館 

 

１ 治安情勢 

（１）９月１７日，クルンクン県のブダガ村とケモニン村の境にある土地を巡り村民らの

間で争いが生じ，１人が死亡，４４人が負傷した。バリ州知事は慣習村の自治を剥

奪しかねないほど，この争いを激しく批判した。一方，１８日，タバナン県のパンクン

カルン村とカルン村でも住民同士が衝突しかねない状況となった。 

（２）９月２２日，北クタ地区のクロボカンにて，豪州人観光客がひったくりの被害に遭

った。２５日，バイパス沿いのマングローブ林でシンガポール人観光客が窃盗の被

害に遭った。２６日，ブレレン県では，オランダ人観光客の宿泊するホテルの部屋

に空き巣が入った。１０月１２日昼頃，北クタ地区のハンガリー人がする家屋に泥棒

が侵入し，コンピューターや現金などが盗まれた。 

（３）９月２５日、中部ジャワ州ソロの教会で２０名以上が負傷する自爆テロ事件が発

生した（９月２６日付総領事館からのお知らせ）。この事件発生を受け，バリ州警察

本部は，空港や港湾，そして宗教施設等の警備を強化した。 

 

２ 一般情勢 

（１）９月２１日未明，バリ島沖合にて，ヌサ・レンボガンからヌサ・ペニーダへの渡し船

が沈没し，３５名の乗客のうち，１１名が死亡した。 

（２）バリ州バンリ県で鳥インフルエンザに感染した患者２名が死亡した。患者は１０歳

と５歳の兄妹で、サンラ病院の集中治療室で治療を受けていましたが、９日及び１０

日に相次いで亡くなりました。現時点では感染の広がりは確認されていません。 

 インドネシアは日本と比較して鶏が身近に存在する環境であることから、極力鶏を

含む鳥類には近づかないこと、調理の際は十分に加熱する、手洗い等の感染症対策

を励行してください。 

また、インフルエンザを疑う症状が出た場合には速やかに医療機関での診察を受

けることをお勧めいたします。（１０月１１日付総領事館からのお知らせ） 

（３）１０月１３日午前１１時１６分頃、バリ島沖合を震源とするマグニチュード６．８の地

震が発生しました。その後，体感のない余震が続き，同日午後３時５２分頃、マグニチ

ュード５．６の地震が発生しました。（１０月１３日付総領事館からのお知らせ） 

バリ州災害対策センターによれば，地震による死者は無いものの，６７名が病

院で治療を受けた。また，家屋・事務所・学校等の屋根瓦や天井の落下，壁の

損壊等が３９件あるが，建物自体の倒壊被害は無し。 

 

３ 邦人事故・事件関連 

（１）１０月４日午前４時頃，日本人観光客がレギャン通りの路上で窃盗にあったが，ま

もなく警察が犯人を逮捕した。 

 

４ その他 

 総領事館の窓口サービス関するアンケートを 10 月 17 日～28 日実施します。アンケ

ートフォームは当館ホームページにも掲載する予定です。ご協力をお願いいたしま

す。 

以上 


